




















































海外渡航者に を発給し、帰国 旅券 返納を義務付けているのである。ここに幕府および日本の主体性を解くカギがあるように思われる。以下、二つの問題意識にしたがって、海外渡航解禁への政策決定の過程と旅券 発給状況について見ていきたい。　
なお、本稿で示した旅券の発給表であるが、不完全なも
のであることを最初に断っておかなければならない。その理由は、慶応三（一八六七）年の箱館と慶応三年から明治五（一八七二）年までの長崎で発給した 台帳は現存しているが、幕府の外国奉行と神奈川奉行 、また新政府の外務省と神奈川、函館で発給した旅 台帳 残っていないからであ 。内戦期、比較的順調に政権交代 行われた長崎と、混乱が発生した江戸・神奈川・箱館 違いである。このため明治六（一八七三）年ごろ政府は、過去にさ
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月二六日フレフツは、 幸次郎を連れて上海におもむくため、箱館奉行に対して幸次郎 旅券を発給するよう とめたが、奉行に拒否されてしまった。そこで、フレフツは、箱館在留のアメリカ外交官ヒフノに掛け合い 幸次郎の旅券を発給してもらい五月晦日に上海に向けて出発した。このことが箱館奉行村垣範正の知るところとなり、外交問題に発展、幕府は江戸のアメリカ公使館に厳重な抗議を入れることとなった。その後幸次郎は、長崎に立ち寄っ のち箱館に帰港したところで身柄を拘束された。　
この事件において江戸のアメリカ公使館は、幸次郎に旅
券を発給したことについて謝罪したが、幸次郎 海外 連れ出したことについては謝罪していない。 その理由として、





本人従者をどの国に連れて行こうが、何に使おうが勝手ではないか、というものであった。アメリカ外交官の主張に対して箱館奉行村垣範正は、 「一旦御和親御取締相成候上ハ御許容遅速迄之儀にて、永久御断切と申御場合にも至間敷哉奉存候間、立帰りとして召連度段申立候ものハ、彼任願御許允被為在、免状又ハ切手類相渡、右之証状無之ものハ決て外国へ不差遣段被仰出可然哉」と 条約を結んだからには日本人従者の海外渡航は許さざるを得ず、そこで必ず帰国することを条件に海外渡航を許可し、そのための免状や切手を発給することを幕府に提案してい 。　
ヴァン・リードの事件はつぎの通りである。慶応元年本
国へ帰国するさい喜三郎を連れて行ったヴァン・リードが、翌年再来日するにあたり喜三郎を上海までともなってきたので、彼を させてほしいと神奈川奉 に訴え出た。ヴァン・リードは国法を破り喜三郎を海外に連れ出したこは認めたが 喜三郎が各国を視察し いるため日本 有益な情報をもたらすはずだとして、彼の処分 軽減するように願い出たのである。この願いを神奈川奉行は幕府内の評議にかけるが、結論は、すでに海外渡航 解禁した でもあるしので、神奈川奉行の提案を採用して 帰国
させることとなった。この評議で神奈川奉行が喜三郎を帰国させるべきだと主張する理由とは、もし彼が帰国をあきらめアメリカに残留したならば、 「必密商は勿論通信等意外之御不都合」が発生するかもしれないというものであった。この説明については勘定奉行・勘定吟味役も、もし「国法」を恐れてアメリカにとどまったならば、 「彼之耳目」となってしまうだろう、と同意している　
この二つの事件から幕府は、日本人の海外渡航を禁止し

















者には印章を発給するとし が、この段階では印章をどのようなものにするかは決まっていなか た。そこで外国奉行は、オランダ留学の経験がある開成所教授 西周と津田真道に印章の調査を命じたが断られ しまい、外国奉行内部の書簡掛を中心に作成することになっ 。　
当初印章は、アメリカの旅券を参考に作成する予定であ










寄らないこと、必ず期限以内に帰国すること、他国の国籍を取得しないこと、他国の宗門に帰依し いこ 四点である。評議の間、ロシア公使から七月一七日の書翰で、 「日本之政府は民に可成又大に不拘之所置を以て遣し候を善と被存」と、一般日本人の海外渡航にあまり国家が関与しないようにという助言があったが 結局旅券に掟書を添付することに決まったのである。 うして、慶応二年九月には印章に捺印する印鑑も完成 た。
ここで新たな問題が発生した。それは、①女性に印章
を発給するか、②未だ条約 調印 て ない中国へ 渡航を認めるか、③印章の発給手数料を幾らとするか の三点









否したいが、条約の文面を根拠に外国人から迫られたら拒否できないだろう。そこで、やむを得ない場合に限り女性の渡航も認めたらどうだろうか。この主張が幕府 入れられて、女性の海外渡 も許可することになっ 。　
②の中国への渡航に関して問題になったのは、すでに渡
航が始まっている慶応三年四月になってからである 日本人の渡航先の多くが上海など中国の開港場で ったが、条約を結んでいない中国に渡航することを認め よいのかという疑問が出されたのであ 。これも幕府内部の評議で中国にある開港場は特別 と て ことになった。　
③の手数料についても、渡航が始まってから問題になっ
た点である。海外渡航の解禁当初には印章の発給にあたって手数料は取っていなかったが、慶応三年二月ごろ外国奉行から手数料を取るべきだと 提案が幕府に出された模様である。さらに、同年五月外国奉行は 改めて金一両一分を手数料として徴収す ことを提案し、一二月 なって幕府に了承された。　
以上のように、慶応二年四月に海外渡航の解禁と印章の





















































国奉行が発給した三七号 ら五〇号まで 旅券を受けたものである。このなかには、四七号佐登、四八号寿美、四九号加祢の三名の女性が含まれて る。彼女らはパリ万国博覧会の日本館で評判に った芸者である。さらに、前述浪五郎一座と源水一座も博覧会会場 現われ芸を披露している。ところで、この博覧会には幕府からは将軍慶喜の弟で清水徳川家当主である徳川昭武 、薩摩藩 家老岩





















る旅券の発給台帳である②は運上所 作成 である。内容は、慶応三年正月に、長崎から上海 渡ったアメリカ商人の従者である亀七郎が受取っ 長崎第一号の旅券から始まり、旅券ごとに出願書類と発給関連 書類 掲載している。この帳簿 中には、慶応二年六月に香港 渡ったイギリス商人の従者重太郎と、同月に香港に渡ったイギリス商人に抱えられた遊女初糸が、仮免状の発給を受けたという記録がある。こ 二名の記事は 慶応三年に外国奉
行から送られてきた印章二〇枚を使い切り、八名に仮免状を発給する部分の参考資料として出ているものである。海外渡航が解禁された慶応二年四月から長崎に印章が届いた慶応三年正月までに出国する場合には仮免状の発給をうけていたことがわ る。ただし、仮免状の発給 うけたのこの二人だけかはわからない。また、この二名の名前は外務省の記録である①の帳簿には出 こない。
長崎から出国した者の特徴は、外国商人の従者が多い







































記録がある。丸山町遊女羽山がイギリス商人に連れられ上海に渡ったとき ものである。二月一三日に発給されたその旅券の発給者 「日本長崎会議所」となっていて、旅券本文には、 「従来の政府は既ニ其政権を
　
朝廷江帰せしに
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者の国際的移動を可能とするために、 の制度が緩和された時期であると指摘している と ろ 、日本は逆に旅券を利用した海外渡航の管理強化を目指していたことが本稿の検討で明らかになった。明治元年ヴァン・リードによって不法に行われ ハワイへ 移民に て、政府 断固抗議し、希望者の帰国を実現させたが、これも政府による自国民の保護という面と同時 、海外渡航の管理強化 面もあったといえよう。管理強化と う傾向は日本だけに見られるものか、それ も他国にも類例があるのか、他国との比較、特に非西欧諸国において確認す 必要がある。ト
ーピーは欧米諸国だけを検討したのであり、真の国際比較をするために必要な作業である。
明治六年の難民事件以来、海外渡航者の管理とともに




一九七一年） 、宮永孝『海を渡った幕末の曲芸団』 （中公新書一四六三、 一九九九年） 、 岡部牧夫『海を渡った日本人』 （山川出版社、二〇〇二年） 、矢野暢『南進の系譜・日本の南洋史観』 （千倉書房、 〇〇 森田朋子「移民と『からゆきさん』 」 （荒野泰典他編『日本の対外関係７
　
近代化す
る日本』 〔吉川弘文館 二〇一二年〕 ）など。
（２）







スポートとビザの知識』 （有斐閣、 一九八七年） 、 柳下宙子「戦前期の旅券の変遷」 （ 『外交 料館報』 号 八六月） ほか、旅券法研究会編『逐条解説旅券法』 （大蔵省印刷局、一九九九年）が参考になる。
（５）
John Torpey,  The Invention of the passport : Cam
bridge 
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13）宮永孝前掲書。曲芸一座や旅芸人の海外 航については倉田喜弘「解説」 （日本近代思想大系一八『芸能』岩波書店一九八八年）を参照。なお、浪五郎一座に世話役として同行し旅日記を残した香具師高野広八とは、外国奉行一四号の旅券の発給 受け 岩吉だと推測される。 （飯野町史談会『広八日記―幕末の曲芸団海外巡業記録』一九七七年） 。
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20）長崎における政権交代 以下のとおりである。明治元年一月一四日長崎奉行河津祐邦が脱走し、各藩の代表者があつまり長崎会議所を設置。二月 日長崎裁判所、五月四日長崎府と改称し、明治二年六月二〇 県となった。
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24） 外交史料館所蔵 「海外行免状書類」 （外務省記録三．八．五．三） 。
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29） 長崎県歴史文化博物館所蔵 「海 渡航者ニ関スル件」 （一四　
二七―四四） 。
（
30） 「海外行免状並沿革手数料」 （ 務省記録三．八．五．四） 。
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34）外交史料館所蔵「在外国公使及領事館ニ於テ日本困難民救助取扱方」 （外務省記録三．八．八．一） 。こ 帳簿に 、シンガポール政府 保護さ たヲシカという女性の引き取りを外務省が拒否した記録があ
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発行地 行先 姓名 住所 事由 期限 出典
慶応２年 外国奉行 アメリカ １号 浪五郎 神田相生町源助店 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ２号 登和女 浪五郎妻 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ３号 松五郎 浪五郎倅 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ４号 登宇女 浪五郎妹 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ５号 梅吉 浪五郎同居 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ６号 菊次郎 浅草龍宝寺門前茂兵衛店 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ７号 津称女 菊次郎妹 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ８号 松五郎 菊次郎同居 商用 ２年
外国奉行 アメリカ ９号 梅吉 菊次郎同居 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １０号 藤吉 菊次郎同居 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １１号 定吉 吉原京町吉兵衛店 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １２号 長吉 定吉養子 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １３号 梅吉 定吉同居 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １４号 岩吉 江戸小石川白壁町 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １５号 伝吉 岩吉倅 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １６号 兼吉 南伝馬町１丁目 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １７号 林蔵 小石川留坂町 商用 ２年
外国奉行 アメリカ １８号 繁松 江戸嬬恋町 商用 ２年
外国奉行 イギリス １９号 源水 浅草田原町３丁目 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２０号 春女 源水妻 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２１号 美津女 源水娘 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２２号 佐喜女 源水娘 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２３号 国太郎 源水倅 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２４号 浅之助 北本町荒井町 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２５号 菊女 浅之助妻 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２６号 辰之助 浅之助倅 商用 ２年
外国奉行 イギリス ２７号 信女 浅之助娘 商用 ２年
外国奉行 清 ２８号 章助 勘定所用達 商用 ３月
外国奉行 清 ２９号 貞次郎 勘定所用達 商用 ３月
外国奉行 清 ３０号 治兵衛 勘定所用達 商用 ３月
外国奉行 イギリス 岡田秀之助 松平伊賀守家来 留学 ３年
外国奉行 清 ３２号 高橋作之介 堀田摂津守家来 留学 ６月
外国奉行 清 ３４号 串戸五左衛門 堀田摂津守家来 留学 ６月
外国奉行 清 ３５号 鏑木立本 堀田摂津守家来 留学 ６月
外国奉行 清 ３６号 渡辺荘平 堀田摂津守家来 留学 ６月
外国奉行 フランス ３７号 塩島浅吉 外国奉行支配 公用
外国奉行 フランス ３８号 中山七太郎 小人目付 公用
外国奉行 フランス ３９号 北村元四郎 通詞 公用
外国奉行 フランス ４０号 田中芳男 物産方 公用
外国奉行 フランス ４１号 佐兵衛 小仕夫 公用
外国奉行 フランス ４２号 二郎 小仕夫 公用
外国奉行 フランス ４３号 六三郎 小仕夫 公用
外国奉行 フランス ４４号 兼吉 小仕夫 公用
外国奉行 フランス ４５号 熊吉 江戸 公用
外国奉行 フランス ４６号 善八 江戸 公用
外国奉行 フランス ４７号 佐登女 江戸 公用
外国奉行 フランス ４８号 寿美女 江戸 公用
外国奉行 フランス ４９号 加称女 江戸 公用
外国奉行 フランス ５０号 卯三郎 江戸 公用
外国奉行 清 ５１号 名倉予何人 井上河内守家来 留学 ６月
外国奉行 清 ５２号 大林虎次 井上河内守家来 留学 ６月
外国奉行 清 ５３号 八木財次 井上河内守家来 留学 ６月
外国奉行 清 ５４号 伊東甚四郎 名倉小者 留学 ６月
外国奉行 清 ５５号 阿部保太郎 大林従者 留学 ６月
外国奉行 ロシア ５６号 山東義兵衛 間部美作守家来 留学 ５年
外国奉行 ロシア ５７号 十時三郎 間部美作守家来 留学 ５年
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慶応３年 外国奉行 フランス ５８号 横山主税 松平肥後守家来 留学 ３年
外国奉行 フランス ５９号 海老名郡治 松平肥後守家来 留学 ３年
外国奉行 フランス ６０号 尾崎俊蔵 小笠原壱岐守家来 留学 １年
外国奉行 清 ６１号 高橋荘兵衛 松平伊賀守家来 留学 １年
外国奉行 イギリス ６２号 浅津冨之助 松平伊賀守家来 留学 ３年
外国奉行 アメリカ ６３号 勝小鹿 勝安房守長男 留学 ５年
外国奉行 アメリカ ６４号 富田銭之介 勝小鹿従者 ５年
外国奉行 アメリカ ６５号 高木三郎 勝小鹿従者 ５年
外国奉行 イギリス ６６号 武谷巨介 松平安房守家来 留学 ３年
外国奉行 イギリス ６７号 内藤類次郎 松平安房守家来 留学 ３年
外国奉行 イギリス ６８号 久保田徳次郎 松平安房守家来 留学 ３年
外国奉行 アメリカ ６９号 佐々木権六 松平越中守家来 留学 １年
外国奉行 アメリカ ７０号 柳本直太郎 松平越中守家来 留学 １年
外国奉行 アメリカ ７１号 平賀磯三郎 松平美濃守家来 留学 ３年
外国奉行 アメリカ ７２号 船越慶次 松平美濃守家来 留学 ３年
外国奉行 アメリカ ７３号 本間英一郎 松平美濃守家来 留学 ３年
外国奉行 アメリカ ７４号 井上六三郎 松平美濃守家来 留学 ３年
外国奉行 フランス ７５号 松下嘉一郎 松平美濃守家来 留学 ３年
外国奉行 アメリカ ７６号 青木善平 松平美濃守家来 留学 ３年
外国奉行 フランス ７７号 玉井鉄矢 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ７８号 田村半乎 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ７９号 加納次郎助 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８０号 鎌田団蔵 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８１号 山口仙右衛門 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８２号 岩元休右衛門 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８３号 西田軍助 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８４号 吉井兵蔵 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８５号 中村太郎八 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 フランス ８６号 野中秋吉 松平修理太夫家来 留学 ５年
外国奉行 清 ８７号 南部弥八郎 松平修理太夫家来 藩用
外国奉行 フランス ８８号 寺沢鎗三郎 左近将監従者 ５年
慶応２年 神奈川奉行 清 １号 房吉 横浜太田町 英トーマス小遣 １月
神奈川奉行 イギリス ２号 小三吉 横浜太田町源左衛門寄子 英グラント小遣 ２年
神奈川奉行 イギリス ３号 亀吉 横浜太田町源左衛門寄子 英グラント小遣 ２年
神奈川奉行 イギリス ４号 伊之助 横浜太田町源左衛門寄子 英グラント小遣 ２年
神奈川奉行 イギリス ５号 嘉吉 横浜太田町源左衛門寄子 英グラント小遣 ２年
神奈川奉行 イギリス ６号 寅吉 横浜太田町源左衛門寄子 英グラント小遣 ２年
神奈川奉行 清 ７号 善助 横浜太田町 瑞ハヒイル小遣 ２月





神奈川奉行 清 ９号 八次郎 横浜太田町徒造厄介
英リーシエルレ
ン小遣 ６月
神奈川奉行 ドイツ １０号 仙蔵 横浜本町２丁目勘助厄介 英シーホルト小遣 ２年
神奈川奉行 清 １１号 勇蔵 横浜太田町亀次郎厄介 英テウイス小遣 ２月
神奈川奉行 イギリス １２号 徳三郎 横浜弁天通り５丁目 商用 ２年
神奈川奉行 清 １３号 専助 横浜 商用 ３月
神奈川奉行 清 １４号 栄吉 横浜造酒蔵寄子 英人ニ雇文 ２月
慶応３年 神奈川奉行 イギリス １５号 政吉 横浜冨太郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 １６号 圭蔵 横浜在留仏国岡士方召仕 通弁
神奈川奉行 アメリカ １７号 金蔵 横浜鉄五郎寄子 小仕夫 ６月
神奈川奉行 アメリカ １８号 善太郎 箱館与右衛門長男 小仕夫 １年
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神奈川奉行 アメリカ １９号 徳次郎 横浜源左衛門寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ２０号 林蔵 横浜熊次郎厄介 小仕夫 １月
神奈川奉行 清 ２１号 磯吉 横浜庄五郎寄子 小仕夫 １月
神奈川奉行 清 ２２号 巳太郎 横浜庄五郎寄子 小仕夫 １月
神奈川奉行 清 ２３号 勝次郎 横浜庄五郎寄子 小仕夫 １月
神奈川奉行 清 ２４号 千代吉 横浜庄五郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ２５号 登茂女 磯吉娘 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ２６号 文次郎 磯吉娘 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ２７号 蝶之介 磯吉娘 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ２８号 源次郎 磯吉娘 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ２９号 波津女 源次郎妻 小仕 １年
神奈川奉行 清 ３０号 清次郎 源次郎妻 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ３１号 七五郎 源次郎妻 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ３２号 弥輔 源次郎妻 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ３３号 角蔵 横浜長兵衛寄子 小仕夫 ２月
神奈川奉行 アメリカ ３４号 久造 横浜健蔵寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ３５号 民蔵 横浜健蔵寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 ３６号 啓次郎 横浜喜兵衛寄子 小仕夫 ２月
神奈川奉行 アメリカ ６９号 芳次郎 横浜万右衛門養子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ７０号 留女 芳次郎妻 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ７１号 寅之助 芳次郎内 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ７２号 芳女 寅之助妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７３号 熊吉 寅之助内 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７４号 津留女 芳次郎娘 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７５号 常吉 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７６号 忠次郎 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７７号 卯之助 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７８号 金女 卯之助妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ７９号 徳次郎 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８０号 竹蔵 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８１号 寅吉 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８２号 次郎吉 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８３号 与市 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８５号 兵五郎 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８６号 源弥 万右衛門寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ８７号 甚作 幸八寄子 小仕 １年
神奈川奉行 清 ８８号 金八 健蔵寄子 小仕夫 ６月
神奈川奉行 アメリカ ８９号 長次郎 新次郎寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ９０号 金次郎 新次郎寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ９１号 五太夫 新次郎寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ９２号 幸三郎 新次郎寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ９３号 倉吉 新次郎寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ ９４号 寅吉 新次郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ９５号 筆吉 新次郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ９６号 新太郎 新次郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ９７号 春吉 新次郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ９８号 兼吉 新次郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ ９９号 万吉 金三郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 101 号 兼松 万吉倅 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 101 号 虎吉 万吉次男 小仕夫 １年
神奈川奉行 清 102 号 貞次郎 健蔵寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 103 号 茂登女 冨五郎寄子 小仕夫 ６月
神奈川奉行 アメリカ 104 号 恵女 新兵衛寄子 小仕夫 ６月
神奈川奉行 アメリカ 105 号 健蔵 銀次郎寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 106 号 庄次 銀次郎寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 108 号 龍蔵 銀次郎寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 109 号 雄吉 安兵衛寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 110 号 定吉 安兵衛寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 111 号 四郎次郎 安兵衛寄子 小仕夫 ３年
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神奈川奉行 アメリカ 112 号 和吉 源五郎寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 113 号 六蔵 源五郎寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 114 号 若女 新助妻 小仕夫 ２年
神奈川奉行 アメリカ 115 号 虎吉 綱吉寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 116 号 歌女 虎吉妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 117 号 亀吉 粂太倅 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 118 号 由太郎 粂太倅 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 119 号 稲十郎 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 120 号 源次郎 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 121 号 高女 稲十郎妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 122 号 藤次郎 稲十郎男 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 123 号 弥吉 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 124 号 美喜女 弥吉妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 125 号 島蔵 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 126 号 為次郎 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 127 号 重女 綱吉妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 128 号 市兵衛 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 129 号 清吉 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 130 号 常次郎 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 131 号 五吉 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 132 号 市松 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 133 号 吉松 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 134 号 金兵衛 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 135 号 松女 仙之助妻 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 136 号 吉女 仙之助娘 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 137 号 八重女 仙之助娘 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 138 号 久女 仙之助母 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 139 号 政五郎 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 140 号 政吉 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 141 号 市五郎 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 142 号 留蔵 綱吉寄子 小仕 １年
神奈川奉行 アメリカ 143 号 粂蔵 横浜 商用 １年
神奈川奉行 アメリカ 144 号 庄五郎 横浜 商用 １年
神奈川奉行 アメリカ 145 号 万吉 平十郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 146 号 力松 平十郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 147 号 市之助 力松倅 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 148 号 鶴吉 力松倅 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 149 号 梅吉 平十郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 150 号 里女 平十郎妻 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 152 号 万右衛門 平十郎寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 153 号 貞次郎 平兵衛寄子 小仕夫 １年
神奈川奉行 アメリカ 154 号 勝吉 由蔵 小仕夫 ３年
神奈川奉行 アメリカ 155 号 百太郎 横浜 商用 ５年
神奈川奉行 清 156 号 勘助 孫七寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 清 157 号 運平 孫七寄子 小仕夫 ３年
神奈川奉行 清 158 号 健蔵 久兵衛寄子 小仕夫 ３年
慶応２年 長崎奉行 清 仮免状 重太郎 加賀今浜 英商ネルソン召使 ②
長崎奉行 清 仮免状 初糸 遊女 英商ネルソン召使 ②
慶応３年 長崎奉行 清 １号 亀七郎 天草延右衛門倅 小仕夫 ２月
長崎奉行 清 ２号 多吉 大村百姓 小仕夫 １月
長崎奉行 イギリス ３号 兵市 伊予宇和島 小仕夫 ４年
長崎奉行 アメリカ ４号 日下部七郎 松平越前守内 留学 ３年
長崎奉行 清 ５号 森龍玄 備中松山医師千訳男 通弁 １月
長崎奉行 清 ６号 亀重 長崎 小仕夫 15日
長崎奉行 清 ７号 与平 長崎大材町 商用 ３月
長崎奉行 清 ８号 利兵衛 天草次右衛門倅 小仕夫 ６月
長崎奉行 清 ９号 惣太郎 肥前野母村光蔵倅 小仕夫 ６月
長崎奉行 清 １０号 弥太郎 肥前野母村太兵衛倅 小仕夫 ６月
長崎奉行 清 １１号 貞市 豊後府内善次郎倅 小仕夫 ６月
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長崎奉行 清 １２号 庄之助 筑後久留米庄三郎倅 小仕夫 ６月
長崎奉行 清 １３号 作太郎 長崎大井手町 小仕夫 ６月
長崎奉行 イギリス １４号 峯八 長崎農 小仕夫 １年
長崎奉行 イギリス １５号 万吉 長崎農 小仕夫 １年
長崎奉行 イギリス １６号 虎八 細川越中守内 水夫留学 ２年
長崎奉行 イギリス １７号 敬之助 細川越中守家来 留学 ２年
長崎奉行 フランス １８号 佐野寿右衛門 松平肥前守内 留学 １年
長崎奉行 フランス １９号 藤山文一 佐野寿右衛門従者 １年
長崎奉行 フランス ２０号 小出千之助 松平肥前守内 留学 １年
長崎奉行 清 仮免状 亀太郎 肥前天草 亜商召使 ６月 ②
長崎奉行 清 仮免状 玉菊（もと） 肥前長崎 亜商召使 ６月 ②
長崎奉行 清 仮免状 鹿之助 肥前浦上 葡岡士召使 ②
長崎奉行 清 仮免状 こと 肥前長崎 葡岡士召使 ②
長崎奉行 清 仮免状 佐吉 肥前長崎 孛商召使 ②
長崎奉行 清 仮免状 孝太郎 肥前長崎 孛商召使 ②
長崎奉行 清 仮免状 友八 肥前長崎 孛商召使 ②
長崎奉行 清 仮免状 錦路 肥前長崎遊女 英商人召使 ６月 ②
長崎奉行 清 ２１号 滝蔵 伊豆中村 亜岡士召使 10日 ②
長崎奉行 清 ２２号 伊勢治 伊勢神社村 亜商召使 10日 ②
長崎奉行 清 ２３号 徳次郎 肥前島原 亜商ウヲルス召使 ２月 ②
長崎奉行 清 ２４号 清次郎 肥前浦上 仏商召使 90日 ②
長崎奉行 アメリカ ２５号 江口英次郎 細川越中守家来 洋学修行 ５年 ②
長崎奉行 清 ２６号 花園 肥前長崎遊女 白岡士召使 ６月 ②
長崎奉行 清 ２７号 きく 肥前長崎遊女付添 白岡士召使 ６月 ②
長崎奉行 清 ２８号 東路 肥前天草遊女 白岡士召使 ６月 ②
長崎奉行 清 ２９号 末松 肥前長崎 英商人召使 ５年 ②
長崎奉行 清 ３０号 亀十 肥前浦上 英商人召使 ２月 ②
慶応２年 箱館奉行 清 仮免状 喜助 町人 英商小遣い ①
箱館奉行 清 仮免状 木村隆吉 箱館方御雇 商船運用測量修行 ①
慶応３年 箱館奉行 清 １号 岩吉 箱館大町 小仕夫 ５月
箱館奉行 アメリカ ２号 八倉善右衛門 箱館奉行水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年 ①
箱館奉行 アメリカ ３号 伯田万吉 箱館奉行水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 アメリカ ４号 石川吉太郎 箱館奉行水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 アメリカ ５号 力蔵 石川吉太郎厄介 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 アメリカ ６号 佐藤時次郎 箱館奉行水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 ドイツ ７号 中村昌吉 箱館奉行足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 ドイツ ８号 浜田作蔵 箱館奉行雇水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 ドイツ ９号 本間龍之助 箱館奉行雇水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 ドイツ １０号 浦田伊助 箱館奉行雇水主足軽 鯨猟船乗組伝習 １年
箱館奉行 清 １１号 平吉 箱館農 小仕夫 ３月
箱館奉行 イギリス １２号 田村治兵衛 風帆ヘ乗組伝習 １年
箱館奉行 イギリス １３号 前田吉五郎 風帆ヘ乗組伝習 １年
箱館奉行 イギリス １４号 林善助 風帆ヘ乗組伝習 １年
箱館奉行 清 １５号 木村隆吉 箱館奉行御雇 公用 １年
箱館奉行 清 １６号 中村真三 箱館奉行同心 公用 １年
箱館奉行 清 １７号 七兵衛 木村隆吉従者 公用 １年
箱館奉行 清 １８号 清助 南部都新町百姓安兵衛倅 小仕夫 １年
箱館奉行 アメリカ １９号 子之吉 箱館大町百姓 小仕夫 ６月
箱館奉行 清 ２０号 正吉 長崎農 小仕夫 ３月
箱館奉行 イギリス ２１号 大前清四郎 箱館奉行水主足軽 帆前伝習 １年 ①
箱館奉行 イギリス ２２号 伊藤東次郎 箱館奉行水主足軽 帆前伝習 １年 ①
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表２　明治元年旅券リスト
発行地 行き先 人名 住居 事由 発行日 出典
江戸 アメリカ 山田正之助 三潴県 留学海軍学 明治１年12月 ①
江戸 イギリス 津川良蔵 山口県 留学 明治元年冬 ①
江戸 イギリス 毛利元功 華族 留学 明治元年３月 ①
江戸 イギリス 中御門寛麿 華族 留学 明治元年10月 ①
江戸 イギリス 矢嶋佐九郎 毛利元助従者 留学 明治元年10月 ①
江戸 イギリス 不破与四郎 石川県 留学 明治元年12月 ①
江戸 イギリス 前田弘庵 鹿児島県 留学 明治１年 ①
江戸 イギリス 黒川誠一郎 石川県 留学 明治１年12月 ①
江戸 イギリス 駒留良蔵 木更津県 留学 明治１年８月 ①
江戸 イギリス 森寺広三郎 三条公泰家従 留学 明治元年３月 ①
江戸 イギリス 戸田三郎 三条公泰家従 留学 明治元年３月 ①
江戸 ドイツ 青木周蔵 山口県 留学 明治１年８月 ①
神奈川 アメリカ 留吉 横浜太田町 米商ウエンリ トーにヤトワレ 明治１年３月
神奈川 アメリカ 鶴吉 横浜末広町 米商ウエンリ トーにヤトワレ 明治１年３月
神奈川 アメリカ 政七 米商ウエンリ トーにヤトワレ 明治１年３月
神奈川 アメリカ 栄助 米商ウエンリ トーにヤトワレ 明治１年３月
神奈川 アメリカ 岩蔵 横浜太田町 米商ウエンリ トーにヤトワレ 明治１年３月
神奈川 アメリカ 貫一 横浜元町 米人バラサン小仕 明治１年３月22日
神奈川 アメリカ 久次郎 横浜南仲通 米人ロスマン小仕 明治１年４月15日
神奈川 アメリカ 長吉 横浜本町 米人ヘボン小仕 明治１年１２月
神奈川 アメリカ 三吉 〃 米人ヘボン小仕 明治１年１２月
神奈川 アメリカ 清次 横浜吉原町 米人ゴーブル小仕 明治元年５月19日
神奈川 アメリカ 吾市 横浜海岸通 米人ゴーブル小仕 明治元年５月19日
神奈川 アメリカ 権蔵 横浜太田町 米人シエーメン小仕 明治元年10月27日
神奈川 アメリカ ふじ 〃金蔵妹 米人シエーメン小仕 明治元年10月27日
神奈川 アメリカ るい 武州久良岐郡本牧村 米人シエーメン小仕 明治元年10月27日
神奈川 アメリカ 滝次郎 横浜本町 英士官フェール小仕 明治１年４月13日
神奈川 フランス 井阪泉太郎 水戸中納言家来 塩川民部大輔迎之タメ 明治１年６月５日
神奈川 フランス 服部潤次郎 水戸中納言家来 塩川民部大輔迎之タメ 明治１年６月５日
神奈川 フランス 良蔵 横浜本町 仏商ヲランシ小遣い 明治１年８月28日
神奈川 プロシア 熊吉 横浜末広町 孛人ロツオウイルメン農業手伝 明治１年４月９日
神奈川 プロシア 清吉 横浜末広町 孛人ロツオウイルメン農業手伝 明治１年４月９日
神奈川 プロシア 久蔵 横浜末広町 孛人ロツオウイルメン農業手伝 明治１年４月９日
神奈川 プロシア 亀吉 横浜末広町 孛人ロツオウイルメン農業手伝 明治１年４月９日
神奈川 清 金二郎 横浜入船町 英ホヲステン小遣い 明治１年11月29日
長崎 英国 吉井礼蔵 新橋町 英学修行 明治１年10月26日 ②
長崎 英国 稲葉助五郎 加州藩 用事 明治１年10月26日 ②
長崎 英国 神戸清右衛門 加州藩 用事 明治１年10月26日 ②
長崎 英国 黒川誠一郎 加州藩 用事 明治１年10月26日 ②
長崎 英国 馬場建吉 加州藩 用事 明治１年10月26日 ②
長崎 英国 不破与四郎 用事 明治１年10月26日 ②
長崎 オランダ 熊太郎 天草富山５丁目 外国人召連 明治１年２月17日 ②
長崎 オランダ 百次郎 天草大江村 外国人召連 明治１年２月17日 ②
長崎 欧羅巴 吉村又次 土州藩 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 牧洋之助 土州藩 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 仙頭浜蔵 土州藩 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 大嶋房吉 讃州 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 為七 長崎 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 卯平 長崎 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 幸助 長崎 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 卯吉 長崎 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 吉松 讃州 航海修行 明治１年４月15日 ②
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長崎 欧羅巴 兵吉 讃州 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 清蔵 豊後 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 文蔵 豊後 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 森蔵 備前 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 重作 予州 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 改次 越後 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 欧羅巴 亀吉 阿州 航海修行 明治１年４月15日 ②
長崎 外国 河野源八 宇和島藩 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 辰太郎 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 作兵衛 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 長右衛門 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 惣兵衛 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 音吉 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 寅之助 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 宇之助 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 外国 番左衛門 宇和島 航海修行 明治１年閏4月13日 ②
長崎 海外 恒次郎 長崎本石灰町 外国人召連 明治１年８月２日 ②
長崎 海外 長太郎 長崎小島郷 外国人召連 明治１年８月２日 ②
長崎 海外 徳五郎 長崎小島郷 外国人召連 明治１年８月２日 ②
長崎 海外 青木周蔵 長州藩 修学 明治１年８月20日 ②
長崎 海外 真島蓑一郎 肥後藩 英軍艦乗組 明治１年８月21日 ②
長崎 海外 荻野三生 修学 明治１年８月25日 ②
長崎 上海 羽山 丸山町遊女 外国人召連 明治１年２月13日 ②
長崎 上海 井関富右衛門 宇和島藩 主用 明治１年２月16日 ②
長崎 上海 米田忠兵衛 宇和島藩 主用 明治１年２月16日 ②
長崎 支那 中村嘉右衛門 本篭町 外国人召連 明治１年３月18日 ②
長崎 支那 慎助 恵比須町 外国人召連 明治１年３月18日 ②
長崎 上海 司 丸山町遊女 外国人召連 明治１年４月５日 ②
長崎 支那 吉野清七郎 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 源助 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 金次郎 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 治右衛門 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 喜太郎 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 吉助 豊後 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 国太郎 豊後 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 芳兵衛 豊後 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 由蔵 芸州 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 喜之助 讃州 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 京太郎 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 権太郎 五島 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 佐市 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 万吉 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 安吉 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 弥吉 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 庄作 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 次兵衛 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 支那 勘次 長崎 明治１年４月14日 ②
長崎 上海 松野半助 佐賀藩 主用（従者２人とも） 明治１年８月24日 ②
長崎 唐国 司 丸山町遊女 外国人召連 明治１年８月29日 ②
長崎 唐国 津川良蔵 長州藩 明治１年10月26日 ②
長崎 香港 二の町 寄合町遊女 外国人召連 明治１年８月13日 ②
長崎 上海 吉一洞 越中藩 主用 明治１年10月 ②
長崎 上海 高桑厳吉 越中藩 主用 明治１年10月 ②
長崎 上海 合田長蔵 越中藩 主用 明治１年10月 ②
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表３　明治２年旅券リスト
発行地 行き先 人名 住居 事由 発行日 出典
外務省 アメリカ 松村淳蔵 鹿児島県 留学海軍学 明治２年５月 ①
外務省 アメリカ 大原令之助 鹿児島県 留学海軍学 明治２年５月 ①
外務省 アメリカ 長沢鼎 鹿児島県 留学海軍学 明治２年５月 ①
外務省 アメリカ 伊勢佐太郎 白川県 留学海軍学 明治２年５月 ①
外務省 アメリカ 野村一介 鹿児島県 留学海軍学 明治２年５月 ①
外務省 アメリカ 勝小鹿 静岡県 留学海軍学 明治２年６月 ①
外務省 アメリカ 高木三郎 前同人僕 留学海軍学 明治２年６月 ①
外務省 アメリカ 冨田鉄之助 前同人僕 留学海軍学 明治２年６月 ①
外務省 アメリカ 深蔵 長崎県管下町人 航海修行米船乗組 明治２年６月 ①
外務省 アメリカ 島津又之進 美々津県 留学海軍学 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 丸岡武郎 美々津県 留学海軍学 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 平山太郎 美々津県 留学海軍学 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 八百吉 東京町人虎吉倅 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 安次郎 虎吉次男 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 市松 虎吉三男 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ とよ 虎吉娘 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 由松 東京町人豊吉倅 明治２年９月 ①
外務省 アメリカ 勝之助 東京町人豊吉倅 明治２年９月 ①
外務省 イギリス 清水金之助 石川県 留学 明治２年４月 ①
外務省 イギリス 岡田丈太郎 石川県 留学 明治２年４月 ①
外務省 各国 佐藤進 印旛県 留学 明治２年６月 ①
外務省 清 畔合太三郎 山口県 英学修行 明治２年８月 ①
神奈川 アメリカ 佐吉 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 金太郎 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 新次郎 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 喜太郎 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 松五郎 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 松之助 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 亀二郎 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 大次郎 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 新吉 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 長三 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ なみ 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ とき 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 常吉 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ くに 市之助妻 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ ゑち 新二郎妻 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ せん 大二郎妻 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ みつ 喜太郎妻 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 正吉 大二郎倅 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ とめ 亀二郎妻 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ はん 横浜駒形町 茡人ケルムル被雇 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 富田陽之助 横浜太田町 西班牙商人モラレス小仕 明治２年３月 13 日
神奈川 アメリカ 寿平 横浜本町 米人ウエンリート小遣い 明治２年
神奈川 アメリカ ふさ 寿平妻 喜平同伴 明治２年
神奈川 アメリカ さだ 寿平娘 喜平同伴 明治２年
神奈川 イギリス 冨蔵 横浜本町 英国士官サトウ被雇 明治２年１月 12 日
神奈川 イギリス 定吉 横浜新浜町 英人ゲヒシン小遣い 明治２年１月 23 日
神奈川 イギリス 遠藤真江 毛利淡路神家来 留学 明治２年２月 19 日
神奈川 イギリス 兼吉 北仲町 孛人ハアーレス小遣 明治２年
神奈川 プロシア 直二郎 横浜若松町 孛コロツセル小遣 明治２年１月 12 日
神奈川 清 新之助 横浜元町 英グリカ小遣い 明治２年１月 13 日
神奈川 清 音吉 新之助児 英グリカ小遣い 明治２年１月 13 日
神奈川 清 てつ 新之助妻 英グリカ小遣い 明治２年１月 13 日
神奈川 清 のふ 東京谷中山崎町 英グリカ小遣い 明治２年１月 13 日
神奈川 清 みつ 横浜吉田町 米マークス小遣い 明治２年６月 20 日
神奈川 清 いし 横浜本町 米マークス小遣い 明治２年９月 24 日
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神奈川 清 浪之助 横浜住吉町 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 みつ 浪之助妻 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 元治 浪之助倅 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 兼吉 浪之助次男 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 富士吉 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 ふさ 富士吉妻 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 熊吉 富士吉倅 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 浅次郎 富士吉二男 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 芳五郎 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 もと 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 さわ もと娘 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 金十郎 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 寅吉 米トムスキン用弁 明治２年９月晦日
神奈川 清 安兵衛 横浜吉田町 米医イストルラック小遣 明治２年 11月 28日
長崎 イギリス 津川良蔵 遊学 明治２年１月 14 日 ②
長崎 イギリス 岡嶋喜太郎 加賀藩 用事 明治２年３月 29 日 ②
長崎 イギリス 小球就一郎 加賀藩 用事 明治２年３月 29 日 ②
長崎 イギリス 山中来太郎 加賀藩 用事 明治２年３月 29 日 ②
長崎 イギリス 佐野響 加賀藩 用事 明治２年３月 29 日 ②
長崎 イギリス 吉井三吉 加賀藩 用事 明治２年３月 29 日 ②
長崎 イギリス 矢島作九郎 毛利淡路守 修学 明治２年５月 16 日 ②
長崎 イギリス 西郷信吾 薩州藩 明治２年６月 ②
長崎 イギリス 中村宗見 薩州藩 明治２年６月 ②
長崎 イギリス 福原和勝 長州藩 修学 明治２年６月 ②
長崎 イギリス 津田亀太郎 細川越中守家来 英学幷航海術 明治２年７月 ②
長崎 イギリス 林玄助 細川越中守家来 英学幷航海術 明治２年７月 ②
長崎 フランス 御堀幸助 長府藩 遊歴 明治２年６月 ②
長崎 各国 松本主 肥後藩 航海稽古 明治２年２月 25 日 ②
長崎 外国 丈作 伊予松山 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 作太郎 筑前 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 久次郎 天草 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 善太郎 肥後 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 吉太郎 伊予松山 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 卯平 肥後 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 大吉 芸州 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 富吉 島原 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 外国 平作 芸州 外国船乗組水夫 明治２年３月 28 日 ②
長崎 海外 橋口元平 大村藩 通弁修行 明治２年４月１日 ②
長崎 唐国 越中屋平兵衛 長崎県今町 商用 明治２年１月 14 日 ②
長崎 上海 市郎 肥前有田 商用 明治２年１月 15 日 ②
長崎 上海 祐右衛門 肥前有田 商用 明治２年２月 12 日 ②
長崎 唐国 治助 加賀 用事 明治２年３月 24 日 ②
長崎 上海 大浦けい 油町 商用 明治２年４月１日 ②
長崎 上海 貞七 油町けい侍女 商用 明治２年４月１日 ②
長崎 上海 渋谷専吉 肥前藩 用事 明治２年４月 17 日 ②
長崎 上海 荒野屋善兵衛 西浜町 用事 明治２年４月 18 日 ②
長崎 支那 司 丸山町遊女 外国人召連 明治２年４月 18 日 ②
長崎 上海 全貞 春徳寺弟子 法用 明治２年４月 27 日 ②
長崎 上海 杉浦屋勘兵衛 今紺屋町 商用 明治２年４月 27 日 ②
長崎 上海 平市 杉浦屋手代 商用 明治２年４月 27 日 ②
長崎 上海 小崎忽舟 越後新潟 画道修行 明治２年５月５日 ②
長崎 清 松尾弥四郎 鍋島備中守内 洋学修行 明治２年７月
長崎 清 田中藤太夫 松尾弥四郎召使 明治２年７月
長崎 清 牟田乕之助 鍋島備中守内 洋学修行 明治２年７月
長崎 清 山口豊吉 牟田乕之助召使 明治２年７月
長崎 清 吉田恒次郎 長崎本石炭町 米コスタリカ船被雇 明治２年７月
長崎 清 遠藤藤二郎 加州藩 修行 明治２年７月
長崎 清 小池豊作 遠藤藤二郎家来 明治２年７月
長崎 清 井手仁助 遠藤藤二郎家来 明治２年７月
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長崎 清 吉兵衛 長崎小川町商 商業 明治２年７月
長崎 清 治平 肥前国有田皿山商 商業 明治２年８月
長崎 清 舞鶴 長崎丸山町遊女 英ヲウト被召連 明治２年 10 月
長崎 清 磯吉 長崎十善寺郷 英ホールト被召連 明治２年 10 月
長崎 清 嘉津助 長崎浦上村 商業 明治２年 10 月
長崎 清 松野半助 佐賀藩 修学 明治２年 10 月
長崎 清 弐人 松野半助従僕 明治２年 10 月
長崎 清 辰之助 商業 明治２年 11 月
長崎 清 峯三郎 英シミツ被召連 明治２年 11 月
兵庫 アメリカ 泰孝一郎 仁和寺宮内橋本
民部家来
米軍艦乗組アドミラル従
僕
明治２年 10 月
無印：「海外行免状発行一件」（外務省記録）
①：「航海人明細録」（外務省記録）
②：「長崎勘合帳」（外務省記録）
